「天命反転トーク」 by 田中 泯 et al.
「天命反転トーク」
著者 田中 泯, 河本 英夫, 本間 桃世

























































































































































































 窓を開けるのだって、開ける速度とか、開けるときのその人の体の気配とか、窓 1 枚にいろ






















































































































































































































































































































































































































































































































ほどなのか終わりなのか分かりませんけど、その中の 1 例でしかないわけです。 
 この 1 例を私がどう捉えるかという問題で、今、生きているわけじゃないですか。それと同


































































































































































































































































































































 たぶん、「私」と呼んでいるものがまさに皆さんのテーマなわけでしょう？ 違います？ 
河本 いや、彼女のテーマではあるんですけどね。そこが「私」が外せないので、逆に言えば苦しん
「天命反転トーク」 
 
 149 
でいるものがあって。これは頭の中で外そうとしても絶対外れませんから、何か別の形の手掛
かりを求めたいということです。だから、説明としては、「踊っている」、あるいは「動いてい
る」でもいいのですが、動いている当のものが、事後的に「私」と呼ばれる集合体なのだとい
うふうな、説明のほうが分かっちゃうわけです。説明ではなくて、それに対する経験がない。
「あっこんな感じなのか」というところがつかめないために、図式的な説明で「それはそうい
うことだよね」というふうに覚えたのでは、本人には何のしっくりもこないという、そういう
局面だと思います。 
田中 確かに私はいるし、大事なんだけど、踊りという一つの大好きな表現においては、たぶん本当
に死ぬ直前まで踊りを続けると思うんですね。だから、本当に僕はラッキーなんです。「死ぬ
まで踊ります」って公言できるわけですから。ほかのことは何やめても踊りはやめない。踊り
は踊り続けると思います。どんなにこの環境が変わっても踊りということは続けられますね。
そのくらい自分にとって踊りはすごいんです。それは踊りに対する情報が皆さんとケタ違いに
違いますから。 
 
本間 たぶんほかの友達の質問を聞いているうちに、「やっぱり聞きたいなあ」ということが出てく
る時間帯なのだと思いますが、最初はどうなることかと思いましたが……。 
河本 いや、おもしろかったですよ。何か最近、泯さんの言葉が僕にとってはとってもおもしろくて、
昔は土方巽の本がおもしろかったんですよ。外国に行くたびに持っていってホテルで読んでい
たのです。あの本は、外国 1 日目の朝読むのが良いという面があります。だけど、今は泯さん
の言葉もおもしろいし、それから、「ずっと土方巽に恋愛しています」という、あんなフレー
ズをぬけぬけと言える言葉というもののすごさというのかなあ……。「ああ、すごいなあ」と
いう感じは持っています。だから、きょうはそういう言葉にじかに触れることができて、とて
も良かったです。 
 ここに来たのが初めての人もいるかと思いますが、ここで環境の感じ取り方を少し変えてい
ただくということと、それから、泯さんの声と言葉なんですよね。ここのところで感じ取って
いただけるものってたくさんあったのだろうと思います。ですから、そんなに準備もせず、お
忙しい中を本当に申し訳なかったのですが、大変感謝しています。 
田中 いえいえ、とんでもないです。どうなるかって僕も少し……（笑）。ただ、ふだん考えたり、も
ごもごしたりしていることが言葉になっただけですから……。あしたは違うことを言うかも…
…。 
河本 本当に有用な機会、チャンスだったと思うので、また何か機会を考えます。これで一応こちら
の本企画は終わりにします。どうもありがとうございました。（拍手）。 
 
